
主　催：国立研究開発法人　土木研究所

後　援：国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋市、（一社）日本建設業連合会中部支部
　　　　（一社）全国建設業協会、（一社）全国測量設計業協会連合会
お問合せ先：国立研究開発法人土木研究所　技術推進本部（080-9551-7747（直通））
※詳細、お申し込みは土木研究所ホームページをご覧ください
https://www.pwri.go.jp/jpn/about/pr/event/2024/1212/showcase.html

共　催：（一社）建設コンサルタンツ協会中部支部CPDS
CPD、CPDS 単位認定プログラム

2024 in名古屋　
土研新技術ショーケース

2024年12月12日 (木)
10:00～17:05 ( 開場・受付開始 9:30 ～ )
名古屋国際会議場 白鳥ホール（愛知県名古屋市熱田区熱田西町 1-1）
開催方式◆会場開催およびWEB開催のハイブリット方式

途中聴講自由※
※CPD,CPDS 希望者以外

参加費無料

プログラム
9：30～17：05の間は、講演技術をはじめ、土研の新技術等につ
いてパネル等を展示し、技術相談をお受けするコーナーを設けます。
講演内容の質問はこちらでお願いいたします。

展示・技術相談コーナー

パネラー：中部地方整備局　木曽川上流河川事務所長　齋藤 大作
建設技術研究所　中部支社河川部長　平生 昭二

【建設コンサルタンツ協会中部支部】
河道保全研究グループ長　板垣 修
自然共生研究センター長　森 照貴

講　　評：理事長　藤田 光一

行政、コンサルタント、研究者をパネラーとして迎え、木曽川中流
部の河道管理の課題と現場での対応やそれを研究レベルで支える土
木研究所の活動を例に、現況や将来像について議論いただくミニシ
ンポジウムを実施します。

ミニシンポジウム

会場アクセス
〒456-0036 愛知県名古屋市熱田区熱田西町１－１

交通
機関

地下鉄名城線「西高蔵駅」(2 番出口 ) もしくは
地下鉄名港線「日比野駅」(1 番出口 ) 下車、
駅から徒歩 5分



土研新技術ショーケース2024 in名古屋

グラウンドアンカー飛び出し防止装置

ワンパック断熱ふとんかごは切土のり面の凍上対策
を目的とした新たなのり面保護工です。特長は、中
詰材、断熱材、排水ドレーン材をふとんかごにワン
パックで包み、クレーン等で吊り上げのり面に設置
することを可能としたことです。従来の対策手法で
ある特殊ふとんかごと比較して、断熱効果が高く、
施工性に優れていることから、積雪寒冷条件下の切
土のり面の凍上被害の低減および現場作業の省力化
や施工時の安全性向上が期待できます。

施工性と安全性に優れた切土のり面の凍上対策
( ワンパック断熱ふとんかご )

建設工事における自然由来重金属等含有岩石･土壌への対応マニュアル
（2023 年版）

大型車対応ランブルストリップス

メンブランパッチを用いたＲＧＢ色相による潤滑油診断技術

非接触型流速計を用いた流量観測ロボット

札幌市を対象とした作成例

３Ｄ浸水ハザードマップ作成技術

環境DNA調査技術の活用に向けて現場でできること

コンクリート構造物の補修対策施工マニュアル

講演技術の概要

掘削により重金属等が溶出する岩石
このような岩石・土壌は普遍的に存在する。

〒305-8516　つくば市南原 1番地６　　Tel.029-879-6700（代）
https://www.pwri.go.jp


